
株式会社中之条パワー

代表取締役 山本政雄

自治体新電力のこれから
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１．いままでの取組と現状
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中之条電力の設立

 全国１００番目の新
電力（PPS)

 2013年9月10日登録

 同10月10日営業開始

 自治体中心の新電力
は全国初

 電力の地産地消をめ
ざす

 中之条町と㈱V-
Powerの共同出資

自治体中心の新電力は全国初

中之条パワー資料
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中之条パワーの電源施設（ＦＩＴ）
太陽光発電所

施設の写真

発電所名 バイテック中之条 沢渡温泉第1 沢渡温泉第2 沢渡温泉第3

発電事業者 （株）バイテック
エネスタ

中之条町 中之条町 中之条町

稼動年月 2013年9月 2013年10月 2013年12月 2017年6月

最大出力 1000kW 1990kW 1990kW 1999kW

小水力発電所

美野原

中之条町

2017年7月

135kW
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FIT電気

（太陽光）

43.5%

卸電力

取引所

53.8%

FIT電気

（小水力）

2.5%

種別
電気量
(千kWh)

構成比
(％)

FIT電気（太陽光） 3,945 43.5

FIT電気（小水力） 222 2.5

卸電力取引所 4,879 53.8

その他 19 0.2

計 9,065 100.0



中之条電力（中之条パワー）の供給実績
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ＭＷｈ 件（3月末）
2018年3月末
541件

契約件数供給量/年



２．電力調達
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発電状況（2016年度）
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雪の影響



市場からの電源調達

 卸電力取引所 2017年度実績53.8%

 不足する電力は、卸電力取引所から調達しているが、１、2月の不足分が多い時期には
市場価格も高騰する

 調達における選択肢がほとんどない。全量市場調達とする新電力も存在する

2019/2/8
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再生可能エネルギーをめぐる当地域の状況

出典：永続地帯2017

順位 自治体名 比率

11 片品村 455.98%

22 高山村 244.49%

37 嬬恋村 172.67%

62 中之条町 124.74%

73 長野原町 108.86%

78 東吾妻町 104.43%

順位 自治体名 比率

10 片品村 714.70%

26 高山村 340.73%

42 嬬恋村 242.08%

63 中之条町 173.75%

83 長野原町 147.71%

87 東吾妻町 143.09%

エネルギー自給率 電力自給率

群馬県吾妻郡内には2つの指標で100位以内が5自治体あります。
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中之条町の再生可能エネルギー発電施設
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バイテック中之
条太陽光発電所

沢渡温泉第2
太陽光発電所

沢渡温泉第1
太陽光発電所 美野原小水力発

電所

水力発電所

日向見発電所

中之条ダム発電所

四万発電所

中之条発電所

広池発電所

湯川発電所

矢倉発電所

熊倉発電所

中之条パワー資料
太陽光発電所

沢渡温泉第3
太陽光発電所

町内にはいままでに中小水
力併せて、群馬県営の発電
所が８箇所設置されている。



地産地消は羊頭狗肉か？

 羊頭狗肉のエネルギー地産地消
新電力の再エネ供給は３～４割
どまり
（2018.3.20 産経ニュース）

 再エネの不足電力を卸電力から
調達。そこには原子力も含まれ
る。

 夜間も含め安定供給を図るべき

 一般家庭への供給が再エネ比率
を下げた。

など、新電力に厳しい論調

出所：http://www.sankei.com/region/print/180320/rgn1803200011-c.html
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電源調達の課題
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 H28年4月1日の固定価格買取制度の変更は、発電事業者には影響が少
ないが小売電気事業者（新電力）への影響は非常に大きい

今後は、不足電源および激変緩和措置対象外の再エネ電源がマー
ケットの動向に左右され、経営リスクが高まる恐れがある

（2020年の経過措置終了後は全量マーケット価格で調達する可能性大）

既存の水力発電（中之条町の場合は県営）などは、旧電力会社との
長期契約を理由として調達に参入できない

多様な電源からの調達機会が増えること、また電力市場の多様化を
望む



３．今後の方向性
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電力会社の分類
類 型 特 徴 おもな電力会社

大手電力会社 これまで地域独占で事業を進めてきた。発電事業と送配電を
独占し人材とノウハウを所有する。新電力とは圧倒的な力の
差がある。

東京電力、関西電力、東北
電力など

エネルギー系 ガス会社や石油会社などのエネルギー系企業。もともと自前
の発電所や供給先を持っている会社が多い。顧客とつながる
窓口があり、セットプランなど設定しやすい。

東京ガス、ＪＸエネルギー、
ＥＮＥＯＳでんきなど

通信系 携帯、インターネット関連など日ごろから顧客獲得に激しい
競争を行っている。

ＫＤＤＩ、ジェイコム、楽
天エナジーなど

異業種系 コンビに、交通、旅行など日ごろから顧客とつながっている。
会員制度、ポイント制なども有利。

ＭＣリテールエナジー、東
急パワーサプライなど

地域＆自治体
系

電力の地産地消などを掲げ、自治体や地元企業などが出資。
地域資源を活かし地域の自立を促す。供給範囲は限定される。

中之条パワー、浜松新電力、
みやまスマートエネルギー
など

生協＆自然エ
ネルギー系

自然エネルギーにこだわって販売していくが、地域は限定し
ない場合が多い。地域＆自治体系のようには発電設備がない
場合もある

生活クラブエナジー、みん
な電力

ジャーナリスト高橋真樹氏による分類 2019/2/8中之条パワー資料
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自治体新電力をめぐる動向

 自治体新電力（自治体が何らか

の関与） ４０事業者

 日本シュタットベルケネットワーク

⚫ 正会員４社 中之条電力も正会員に

 環境省、「多様な地域の課題に応え
る低炭素な都市・地域づくりモデル
形成事業」

⚫ ２０１８年度 １２地域・自治体が
業務受託、検討中

⚫ 新電力の設立、新たな事業モデルづ
くりなど

⚫ １月２５日中間報告会開催
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地域エネルギー資源と今後の課題

地域エネルギー資源

温泉 水

森林

太陽光

• 地域資源の公共的活用

• 再生可能エネルギーの利用促進

• 地域の活性化につなげる

• 高齢社会への対応

• 災害に強い地域づくり

今後の課題
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お礼の電力について
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 「地域のエネルギーを地域で活用」の推進の一助に

➢木質バイオマス

➢小水力発電

→ 再生可能エネルギーに関しては安定的な電源ほど開発に多くの時間と
困難をともなう

 電力の地産地消の一層の推進と供給拡大

➢多様な電源からの調達機会が増えることを希望

➢さらなる需要拡大に取り組む

 地域の魅力づくりのために役立ちたい

➢見学会、体験ツアー、エコツアー

➢地域新電力、地域エネルギーセミナー

 暮らしに役立つ「地域新電力」へ
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今後の展望


